
『防長風土注進案』の産物記載にみる食品目録（1）

『防長風土注進案』の産物記載にみる食品目録（1）

一農作物・採集品を中心に一

松森智彦＊・山根麻希＊＊・中村　大＊＊＊・五島淑子

List　of　Food　Products　in　BδcんδF掘00隔ε配η一αηin　the　l　9th　Century　Yamaguchi（1）

　　　　　　　　　　　　　　　Crops　and　Wild　Plants

MATSUMORI　Tomohiko，　YAMANE　Maki，　NAKAMURA　Oki，　GOTO　Yoshiko

（Received　September　27，2013）

キーワード：防長風土注進案、産物、データベース、食品、農作物、採集品

1．はじめに

　『防長風土注進案』とは、江戸後期に編纂が行われた長州藩の地誌である。我々はこの『防

長風土注進案』（以下注進案と略す）の記載をもとに、食品、商品作物、手工業製品などを含

む産物データベースを構築した。本稿では、注進案記載の食品産物のうち、農作物・採集品を

中心に取り上げ、目録として整理する。また各産物の普遍性、また偏在について、宰判ごとに

集計し概要を報告する。なお、本稿の目録は筆者らが確認できたものに限られる。注進案に記

載されている農作物・採集品産物を完全に網羅したものではない。本稿は農作物・採集品を取

り上げたが、魚介類と鳥獣類については別稿にて報告する予定である。

∬．食品目録

　表1に注進案に記載されている農作物・採集品の目録を示す1。穀物類、豆類、種実類、芋類、

葉菜類、根菜類、果菜類、果実類、山菜類、山野草類、茸類、調味料類、加工品類、嗜好品類

の14類に分かれ、合計179品目である。最初の4類が主にエネルギー供給源となるもの、続く

7類が主にビタミン供給源となるもの、残りの3類が主に嗜好に関わるものである。

　穀物類のコメ、ムギ、ソバは全体の9割の村落に記載されている。これらが最も主要な穀物

と考えられる。またヒエ、アワ、キビは6割の村落に記載がある。豆類ではダイズ、アズキが

全体のおよそ9割の村落に記載されている。またササゲがおよそ6割の村落に記載されている。

種実類では、ナタネが全体の5割の村落に記載されている。また次いでクリ、シイの記載が多

く、4割の村落に記載がある。芋類ではサトイモ、サツマイモが全体のおよそ5割の村落に記
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正以下の方針で整理を行っている。①注進案に含まれる食品とみなせる産物の記載は、可能な限り集める。

あわせて、産物の種（学名）の特定を行う。②産物を種ごとに整理する。ただし同一種であっても、利

用部位が異なる場合、また加工品の場合は別の産物として扱う。③目録は産物の種単位で記載する。そ

の際、原則として種の標準和名を目録名に用いる。
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載されている。根菜類ではダイコンが全体の9割の村落に記載されている。果菜類ではナスが

全体の6割の村落に記載されている。果実類ではカキが全体の7割の村落に記載されている。

またウメ、ナシが全体の5割の村落に記載されている。嗜好品類ではチャが全体の6割の村落

に記載されている。

　目録の179品目のうち、村落全体の8割に記載のある産物は6品目（3．4％）、5割以上に記

載のある産物は16品目（8．9％）、2割以上に記載のある産物は26品目（14．4％）である。この

ように、記載頻度の高い産物はごく一・部に限られており、大部分の産物は頻度の低いものである。

皿．宰判ごとの記載頻度

　次に、これら産物についてその記載頻度を宰判2ごとに集計し、比較を行う。その際産物名

の表記ゆれを併合し、目録名ごとにまとめる。これを表2に示す。また宰判の区域については、

図1に示す。紙幅の都合により全てを取り上げることはできないが、ここでは普遍的な産物、

記載の偏る産物、固有の産物について説明する。なお、一つの宰判でのみ記載のある産物につ

いては、数が多いため表2に含まない。本文の「固有の産物」において取り上げる。

普遍的な産物　ムギ、ダイズ、コメ、ソバ、ダイコン、アズキ、カキ、キビ、アワ、チャ、ヒ

エ、ナシ、サツマイモは17全ての宰判において記載のある、普遍的な産物である。また、ウメ、

ナタネ、サトイモ、クリは16の宰判に、ナス、ササゲ、シイ、コムギは15の宰判において記載

のある普遍的な産物である。

記載の偏る産物　複数の宰判に記載があるものの、特定の宰判にその頻度が偏る産物について

表3に示す3。表の［宰判］列は記載数の最も多い宰判を示す。［最大値］列は記載数の最大

値を、［宰判数］列は産物記載のある宰判数を示している。［平均］列は、最大値を取る宰判を

除いた、記載数の平均である4。

固有の産物　ある宰判にのみ記載のある、宰判固有の産物については、以下に示す。ホシウド

ンは大島宰判の5村に、カスは同宰判の2村にのみ記載がある。ショウナは奥山代宰判の2村

にのみ記載がある。コナラは上関宰判の2村にのみ記載がある。ホトケノザは先大津宰判の8

村に、ツワブキは同宰判の2村にのみ記載がある。カンキンは前大津宰判の2村にのみ記載が

ある。またクルミ、アブラナ、タカナ、アサツキ、ワケギ、アシタバ、ミミナクサ、スミレ、

ホシダイコンは当島宰判の2村にのみ記載がある。

　また、ある村落にのみ記載されている村落固有の産物については、以下に示す。アケビ、ヌ

カ、ヤキフは大島宰判の1村にのみ記載がある。マナ、サイキョ、ホシゼンマイは奥山代宰判

2宰判とは「長州藩における郷村支配の中間組織として一代官の管轄する地域（二〇～三〇か村）」を指

す。（『防長歴史用語辞典』（1986）p．165、宰判の項より）。

3なお多くの場合、産物の記載頻度は宰判ごとに均一ではない。いくつかの宰判に偏っていることが普

通である。その中から特徴的と思われるものについて、以下の手続きにより抽出した。①各産物の宰判

ごとの記載数を、産物ごとの合計で除算した。これはある産物がどの宰判に偏っているかを、0から1
の間の値で示す。②産物ごとに、①の値の最大値と、平均値の差を算出する。これはある宰判の偏りが、

どれほど平均値から離れているかを示すものである。また記載のある宰判が少ないために、大きな①の

最大値を持つ産物を除外するためである。③算出した②の値が0．3以上のものを取り出した。この閾値は

データを見ながら主観的に設定した。

4すなわち（対象産物の記載総和一最大値）÷（記載宰判数一1）である。
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『防長風土注進案』の産物記載にみる食品目録（D

表1．食品目録（農作物・採集品）

分類 No． 目録名 記軌名 記載名カナ 科 Fam恥 Genu8 Specie8 備考 記載数

1 コメ

米粗悪米枇 コメ

シイナ

アクマイシイナ
伽3 3a‘1帽

不稔の米

303
92

2 ヒエ 稗 ヒエ 1勅加o己ゐ10a θ5ω1θ螂ヨ 200

3 アワ 粟 アワ 5魔3瓦a ∫伽加8 220

4 キビ

黍

きび

大黍

小黍

キビ

キビ

オオキビ

コキビ

勘〃」ω加 加菰aoθα加

品種不明

207
1126

穀

物

類

5 モロコシ

蜀黍
唐黍
高黍

モロコシ
トウキビ

タカキビ

イネ科 Pbaoθaθ
5b摺加加 加oo悟or

16

13

6 トウモロコシ 玉蜀黍 トウモロコシ 2ba
加郷

1

7 オオムギ
大麦

大饗

オオムギ

オオムギ
刀br（1θμ切 四卸κ 旧字

614

8 コムギ
小麦

小凄

コムギ

コムギ
翫原側m aθ5訂四」η

旧字

15

49

9 ムギ

饗田嚢畠寮 ムギ

タムギ

ハタケムギ

一 匿

総称
種不明

種不明

309

13

11

10 ソバ
蕎麦

蕎嚢

ソバ

ソバ
タデ科 乃麺o朋oθaθ 盈醐ρりπμ加 θβOH1θ沈α加

旧字

107

195

ll ダイズ

大豆

秋大豆

夏大豆
黒大豆

黒豆

ダイズ

アキダイズ

ナツダイズ

クロダイズ

クロマメ

α照珈θ zηax

時期

時期

品種
品種

297

35

18

12

12 アズキ
小豆
夏小豆

アズキ

ナツアズキ
θη8㍑盈瓦5

時期

286

1

13 ササゲ

大角豆
豆工豆

萱角

小角豆

ササゲ

ササゲ

ササゲ

ササギ
再即召

ロη即joぬ広8

182

14 リョクトウ

緑豆
八重成
ブンドウ

ふんとう

リョクトウ

ヤエナリ

ブンドウ

フントウ

r8｛舶如

豆

類

15 エンドウ

豆宛豆

園豆

娩豆
艶豆
エンドウ

ゑんとう

ゑんとふ

ゑん豆
えんどう豆

ゑんとう豆

エンドウ

エンドウ

エンドウ

エンドウ

エンドウ

エンドウ

エンドウ

エンドウ

エンドウマメ

エンドウマメ

マメ科 凸加cθ3θ

乃βαzη 586ルu加

78

16 ソラマメ

空豆

天豆
焉豆
唐豆

ソラマメ

テンマメ

サントウ

トウマメ

”α浸 血わa
漢名

77
11210

17 ナタマメ 刀豆 ナタマメ 幽皿8圏加 8伽曲広8 2

18 インゲンマメ 隠元豆 インゲンマメ 乃85θ01ロ5 四忽朋b 2

19 アチマメ 編豆 アチマメ 匿 曾 種不明 1

20 クリ

栗

大栗

中栗

小栗

柴栗

クリ

オオクリ

チュウクリ

オグリ

シバクリ

o望5翻ηθ8 ㎝17a留

野生種

147
1223

21 ドングリ

團栗

鈍栗
無食了一木

ドングリ

ドングリ

ドングリ

ブナ科 抽卵oθヨθ 一 匿

ブナ科
の果実

22 カシ 樫ノ実類 カシノミルイ ． 総称 1

種
実類 23 シイ

椎

椎ノ実

シイ

シイノミ
6冶5伽qρ誌 「 総称

149

1

24 ナラ 楢 ナラ 一 総称 62

25 コナラ 鉤栗 コナラ
ραθπロ3

5θ㎜‘8 2

26 クルく 胡桃 クルミ クルミ科 面典n幽㏄8θ 面幽〃β 加aηぬ五雌願 2

27 ギンナン 銀杏 ギンナン イチョウ科 α惣o澱ヲ2θ 鯉80 ム痴わ8 31

28 ゴマ 胡麻 ゴマ ゴマ科 1袖五ヨoθ冴θ 蝕β別ηπヱη 加めoロ1η 89

29 エゴマ 荏 エゴマ シソ科 加側海α98θ ぬ勲
丘α‘θ5α⊇皿5 18

30 ナタネ 菜種 ナタネ 1旧P8
166

31 カラシ 芥子 カラシ
アブラナ科 ＆8甜ゴ030θaθ 伽ε5」確

ノαηoθθ 4

32 ケシ 嬰粟 ケシ ケシ科 ぬp即θ澗σθaθ 角pa駆εr 50皿曲盟1η 4
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分類 No． 目録名 記載名 記載名カナ 科 F阻画】y （b皿u5 Sp㏄島e8 備考 記載敬
33 コロミ ころ實 コロミ 一 膠 一 曹 種不明 1種実

類 34 キノミ 木の實 キノミ 膠 一 「 一 総称 1

35 サトイモ

里、畳｛

里いも

さといも

鶴子
鶴乃了一

小雛
子雛
笹Yヨ

サトイモ

サトイモ

サトイモ

ツルノコ

ツルノコ

コイモ

コイモ

ササイモ

サトイモ科 々冴oθ8θ

α）1㏄麿εゴ8 θ5cα1θ皿頗

102

17

36 コンニャクイモ

鉤蕩

箆萌

鉤蕩玉
箆萌玉

コンニャク

コンニャク

コンニャクダマ

コンニャクタマ

んηo叩加ρ加加5 左o煽冴o

22815

芋類

37 サツマイモ

薩i摩￥三

さっま芋
唐了｛

巨’藷

琉球Y∈

琉球薯

サツマイモ

サツマイモ

カライモ

カンショ

リュウキュウイモ

リュウキュウイモ

ヒルガオ科
伽μoルu飴βθaθ 加o皿oθ四 加砲ε88

38 ナガイモ

長ザ｛

捧了三

突∫｛

蔓Yこ

束いも
束1∫｛

ナガイモ

ツクネイモ

ツクイモ

ツルイモ

タバイモ

タバイモ ヤマノイモ科
1加5ωrθaoθπθ ヱ加50伽θ8

わヨ彪翻5

39 ヤマイモ
ii1Y：

山いも

ヤマイモ

ヤマイモ
ノ8PO皿ご8

81

40 ジョウヨ
薯積
薯

ジョウヨ

ジョ
一 総称

16

1

41 クワイ 慈姑 クワイ オモダカ科 肋βzロ8飴α辺θ 5旨ダ纈融 励曲 4

42 クログワイ
烏竿

烏芋

クログワイ

クログワイ

カヤツリグサ

　　科
cゆθ閉cθ舶 留㎞齪b 左α㎎u鰍£∫

誤記

21

43 スクイモ 珠玖いも スクイモ P 曽 一 種不明 1

44 墜Y三 整竿 不明 一 一 匿 一 種不明 1

45 イモ 11｛

イモ P 曽 噛 総称 32

46 チシヤ

萬1窓

葭ちさ赤荏

チシヤ

チシャ

チサ

ァカチシャ キク科 45じθr80θaθ

ムθo蝕oa 5a‘ル8

品種

47 シュンギク

春菊
菊菜

菊菰

シュンギク

キクナ

キクナ

α肋jo加珍 ω㎜皿af78

48 アブラナ
油菜

曇墓

アブラナ

ウンダイ
畑P8 漢名

Il

49 ミズナ 水菜 ミズナ 変種 6

50 ヒラクキナ
平董菜
事董

ヒラクキナ

ヒラグキ 翫日55記旧
02」ロ脚5血r畜

21

51 カラシナ
芥菜
芥

カラシナ

カラシ

アブラナ科 E閉55ゴc冴㏄日θ

ノαnoθ8

21

52 タカナ 高菜 タカナ 変種 2

53 マナ 眞菜 マナ ， 1

54 ハワサビ 葉山葵 ハワサビ 陥5ヨ加8 ノZ己ρ0皿103
1

葉菜類
55 ラッキョウ

蓬

らっきょう

らつけう

ラッキョウ

ラッキョウ

ラッキョウ

oゐ加θη5θ

411

56 ネギ

葱

大葱

細葱

葱根葱
葱白

根深
葱種

ネギ

フトネギ

ホソネギ

キネギ

ソウハク

ネブカ

ネギタネ

ネギ科 鋤ヨ偲虜θ 鋤切η

廊缶如5猷加

品種

品種

品種

生薬名
軟白

種r

13

57 ニラ
韮韮 　　ニフ

ニラ
如わθ”甜血

15

2

58 アサツキ 胡葱 アサツキ 50ゐoθ皿ρρ澗5ロ加 2

59 ワケギ 分葱 ワケギ 咄卿’ 2

60 オオヒル 大蒜 オオヒル 5冴訂yロm 5

61 ヒル 蒜 ヒル 一 総称 6

62 ホウレンソウ 渡褄草 ホウレンソウ 身珈8伽 01e畑㏄8 1

63 フダンソウ 不断草
籍達菜

フダンソウ

タウヂシャ

アカザ科 αrθnq卿冶α98θ
βθ如 田伽b

ll

64 ショウガ

生姜
生蓮
董はじかみ

ショウガ

ショウキョウ

キョウ

ハジカミ

ショウガ科 魚ηダ加盟oθロθ 乃順ゐer o伽認θ

22
312
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分類 No． 目録名 記軸名 記載名カナ 科 Fam皿y Genu8 Sp㏄b8 備考 肥載数

65 ミョウガ

茗荷
ミョウガ

襲荷

め荷

ミョウガ

ミョウガ

ミョウガ

ミョウガ

ショウガ科 魚πダわθraoθ8θ z加ダわθr 加1088

2111

66 ハスイモ 蓮芋 ハスイモ サトイモ科 海aoθ冴θ ω1002語a 幽卵〃伽 3葉菜類

67 シソ 紫蘇 シソ シソ科 ムβ皿珀oθ8θ ぬガ腋 倉鷹θ50θ幻ε 30

68 タデ
蓼紫蓼 タデ

ムラサキタデ
タデ科 掬加oηε6θヨθ ゐ湘ゴθ8瓦β 伽伽ρψθr

品種

14

1

69 ナ 菜 ナ 匿 一 P 匿 5

70 ショウナ 小菜 ショウナ 一 「 一 置 2

71 ツミナ 摘菜 ツミナ 響 一 一 匿
1

72 ダイコン

大根

薙萄
薙葡

來醸

葵繭

練馬菖
紫菖
夏菖

三月菖

ダイコン

ラフク

ラフク

ライフク

ライフク

ネリマフク

ムラサキフク

ナツフク

サンガツフク

アブラナ科 魚厨55ゴoaoθβθ

ぬP加ηロ5 5ヨ身yα5

品種

品種

時期

時期

292

根
菜類

73 カブラ

蕪

蕪苦

蕪菜

株菜
菰

カブラ

カブラ

カブラナ

カブナ

スズナ

β凹ε5∫03 畑P8

89
2823

74 ゴボウ

牛i野

牛房
旨蕗

ゴボウ

ゴボウ

ウマフキ

キク科 ．4β‘θraoθ8θ 血窃fロzη なρρ8

18

46

1

75 ニンジン

人参

胡薙萄
胡葡

　　、、，ニンソン
コラフク

コフク

セリ科 ・4ρ珀oθaθ oヨロω5 o脚顔

ll

52

76 レンコン
蓮根

蓮

レンコン

ハス
ハス科 ハ侮ノロ加加皿80θ8θ 楠ノuzηbo ηロo血a

84

77 マクワウリ

眞桑瓜
甜瓜

早瓜

越瓜
味瓜

マクワウリ

テンカ

ワサウリ

アサウリ

アジウリ
oαω∠η1冶

1ηθ如

78 キュウリ

胡瓜

木瓜
稜瓜

キュウリ

キウリ

ソバウリ

58孟ルu5

43

1：3

1

79 スイカ 西瓜 スイカ α勘u〃ロ5 遊π8m 12

80 カボチヤ
南瓜

番南瓜

カボチヤ

トウナス
oασロr厨‘a 1刀03cゐa彪

44

1果

菜

類 81 トウガン
冬瓜

東瓜

トウガン

トウガン

ウリ科 oαωr加紐α沼θ

挽η加oヨ88 1～電ρゴ幽

92

82 シホウウリ 四方瓜 シホウウリ － 一 東西南北の瓜 1

83 ナス

茄

茄子

長茄子

ナス

ナス

ナガナス

＆胎ηロ加 加θ加8θ皿3

品種
84 ヘチマ 綜瓜 ヘチマ 五【漁 o吻面加 4

85 ヒョウタン

瓢箪
瓢

瓠瓜

ヒョウタン

ピサゴ

コカ

加醒η3ηヨ ε10θ2「aηa

311

86 ウリ 瓜 ウリ 一 辱 総称 63

87 カキ

柿渋柿澁柿西條柿 カキ

シブガキ

シブガキ

サイジョウカキ

カキノキ科 励θ刀80θaθ 1万o珊αro5 舶血’
品種

品種

品種

244

12

41

88 ブドウ 葡萄 ブドウ ブドウ科 佐砲oθ8θ 砕血5 一 7

89 アケビ 木通實 アケビ アケビ科 ム身盈勿加拍oθaθ 盈θう畑 9召加θ孟8 1

90 ナツメ 棄 ナツメ クロウメモドキ科 醍～8伍η8ωヨθ 須勿加5 ノψわ8 26

果

実

類

91 ヤマモモ

山桃

楊梅
山楊

楊桃

ヤマモモ
ヨウバイ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤマモモ科 伽細 川加a

92 イチジク
無花果
無花菓

イチジク

イチジク
クワ科 ル㎞cθ3θ 乃ヒロ5 o田フ08

ll

93 ザクロ

石榴

柘榴

拓榴

ザクロ

ザクロ

ザクロ

ミソハギ科 旗加oθθθ 和刀必8 邸a皿8‘ロ伽

5316

94 グミ 茱萸 グミ グミ科 肱θ8即aoθ夏θ 肱θヨ8ηuε －
1

95 ウメ

梅

梅實

小梅

ウメ

ウメノミ

コウメ
バラ科 1のβ8【旭aθ 1ヤ召η召5

〃2H加θ

182
34

96 ユスラウメ 繋梅 ユスラウメ 如㎜θ皿如β8 1

一 109一
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分類 No． 目録名 記載名 記載名カナ 科 Fa皿調y Gonu8 Sp㏄㎞ 備考 記輪数

96 ユスラウメ
イスラ

いすら

ユスラウメ

ユスラウメ
εomθηω5θ

ll

97 アンズ
杏杏r アンズ

アンズ 君r槻α5
昭「z口θ121ヨごa

14

20

98 オウトウ 櫻桃 オウトウ ρ5θα面でθ畑εひ5 3

99 スモモ
李李f スモモ

スモモ
5a1た加8

65

100 ナシ
梨梨r ナシ

ナシ
バラ科 βoεθoθ3θ

Pπロ5，

卿血五a
130

40

101 ビワ
枇杷

琵琶

ビワ

ビワ
翻bδo‘r旧 ノ召ρoη1cヨ

68

1

102 カリン 花欄 カリン αraθπ01ηθ1θ5 31ηθ〃315
1

lo3 モモ 桃 モモ 曲躍（掴1α5 ρθ畑1cヨ 114

果

実

類

104 イチゴ

蒋イチゴ

凌盆了・

イチゴ

イチゴ

フクボンシ

伽88〃ヨ 8η8η85εa

3212

105 ミカン
蜜柑

樒柑

ミカン

ミカン
αη5ゐル

56

1

106 クネンボ

乳柑

乳柑子
兀年母

クネンボ

クネンボ

クネンボ αかロ5

ηo加五5

13

120

107 ユズ
柚柚子 ユズ

ユズ ミカン科 1～皿細oθaθ
ノαη05

30

1

108 タチバナ 橘 タチバナ 紐oんカ8n3 3

109 ダイダイ 燈 ダイダイ 8u澗π々ロ1η 57

110 キンカン 金柑 キンカン 乃r如ηθ伽 F 属総称 4

111 カンルイ

柑類

柑橘之類
柑

カンルイ

カンキツノルイ

カン

一 曽 総称

44
112

112 クダモノ
菓菓物 クダモノ　馳クダモノ

匿 9 総称
16

113 フキ

蕗

フキ

lll蕗

フキ

フキ

ヤマフキ

キク科 45飴畑oθ8θ 露孟a5f飴5 ノaρ0η10μ5

野生種

811

114 ゼンマイ

薇

紫蕨
狗脊

ゼンマイ

ゼンマイ

ゼンマイ

ゼンマイ科 031ηαη幽㏄aθ 051η召ηぬ ノ8ρoη108

123

115 ワラビ

蕨

早蕨

生蕨

ワラビ

サワラビ

ナマワラビ

コバノイシカ

　グマ科
〃a刀刀5ε8θゴ廟αヲ8θ 凸θガdガロm a（1ぬz加召1η

28
11

嶺

ll6 タケノコ

竹の子
筍箸

タケノコ

タケノコ

タケノコ
イネ科 拘aoθaθ

匿 ．

12

416

U7 ハチクタケノコ 八九箏 ハチクタケノコ 乃勲曲oゐ四 皿解「厨
1

118 リョウブ

りよふぼ

りようほ

りよふば

りやうぼ

れうぼ

リヨフボ

リョウホ

リヨフバ

リヤウボ

レウボ

リョウブ科 Ob漉淵oθヨθ αθ功畑 う8拍加θrwβ

119 ウド 濁活 ウド ウコギ科 A凹舶oθθθ 々冴五a αηrぬ細 54

120 タンポポ
蒲公英
たんぽぽ

タンポポ

タンポポ
鮪畑朋oロ加 一

17

1

121 アザミ

蔚角11アザミ アザミ

アザミ

アザミ

伽fロ加 「

21

21

122 ゴギョウ
ゴギョウ

鼠麹草

ゴギョウ

ソキクソウ
α23P加加加 a翫θ

14

123 ツワブキ 石蕗 ツワブキ 隔αダα加 ノ8PO盟0ロ加
2

124 ヨメナ
嫁菜
齊蕎

ヨメナ

ウハギ

キク科 A5‘θ畑σθ8θ

A5飴r yo加θ”8

35

125 ヨモギ

蓬餅草丈草 ヨモギ

モチグサ
モグサ

ん・‘αη冶珀 加dゴoθ

631

山野草類

126 サイキョ 菜芦： サイキョ 飾ηoゐロ5 一 1

127 ヤマゴボウ
ll咋i簿

山牛房

ヤマゴボウ

ヤマゴボウ
匿 ， 属不明

10

1

128 アカザ 黎 アカザ αrθηqρo曲加 ヨ1如1η 9

129 ジフ 地膚 ジフ ヒユ科 ん刀βπ～π‘加oθ8θ 魚55拍 5α～ρ紐78 3

130 ヒユ 菟 ヒユ ． 一 属不明 8

131 ボウフウ
防風
ボウフ

ボウフウ

ボウフ 5apo8h凪o舶 め卿密8細
28

1

132 セリ
芹水芹 セリ

スイキン セリ科 ∠4ρ必oθ盟θ
09朋〃‘ムθ ノ8㎜c8

10

2

133 ミツバセリ

三葉芹
三ツ葉芹

三つ葉芹

ミツバセリ

ミツバセリ

ミツバセリ
伽ω㈱伽 ノ8PO曜08

811

一 llO一



『防長風土注進案』の産物記載にみる食品目録（D

分類 No． 目録名 記輪名 記載名カナ 科 Fa皿皿y Genu8 Spooie8 備考 記載数

133 ミツバセリ

三芹

三葉
ミツ葉

サンキン

ミツバ

ミツバ
セリ科 14ρ畑oθaθ

伽60伽η1ヨ ノapo四zoヨ

134 アシタバ あした草 アシタバ ん18θ加3 左θ1訟θゴ 2

135 ヌメリヒユ

ぬめり菟

馬歯莞
馬菟

ヌメリヒユ

バシケン

ウマヒユ

スベリヒユ科 ％r如盈c20θ8θ 動r診μ遊02 oノθ畑oθa

136 イタドリ 虎杖 イタドリ 幽〃qρ疲 ノヨPO121囎 36

137 スイバ 酸葉 スイバ
タデ科 1わ勿on80θaθ

Bロ1ηθx 80θωεa 1

138 ホトケノザ
佛座
タビラコ

ホトケノザ

タビラコ シソ科 1冶配」80θaθ
ムa1η加1η ヨmp1θ幅oヨ召1θ

86山野草類

139 ハッカ 薄荷 ハツカ 漉螂hヨ c冴η8dθ皿s15 26

140 ハコベラ
　　噛一ノ、コペフ

繋藝

　　、一ハコベフ
ノ、コベ ナデシコ科 o罐mρ乃弼8cθ3θ

3εθ伽ヨ 加θ酌ヨ

12

141 ミミナクサ 耳菜草 ミミナクサ Ob盟5虹ロ1η 命鼎緬1川1η 2

142 ナズナ 齊 ナズナ アブラナ科 伽55廊ヨoθヨθ 伽5θ砺 加雌8ア85血虹5 5

且43 ジュンサイ 尊菜 ジュンサイ ハゴロモモ科 伽加1η加oθaθ 疏a5θ疵a 5納rθわθzf 3

144 ツクシ
上筆

筆頭菜

ツクシ

ヒットウサイ
トクサ科 衡薦θ広30θaθ 助晦θ‘ロ加 arμθη5θ

23

145 クズ 葛 クズ マメ科 凸わaoθ3θ Pロθz朋旨 2b加如 9

146 スミレ 童菜 スミレ スミレ科 豚o飴oθaθ 協oね 加aη爵ゐロηba 2

147 ヒシ 菱 ヒシ ヒシ科 銑3ρ80θaθ 臨3ρ3 ノヨpo皿1ca
1

148 マツタケ 松茸 マツタケ 加aな麗8左θ 65

149 キダケ
黄茸

きんたけ

キダケ

キンタケ
キシメジ科 乃ゴ励o面1η8蝕o認θ

銑～’励o伽ηヨ

ぬ田じ伽皿5
11

150 シイタケ 椎茸 シイタケ Lθη孟加曲 θぬdθ5 14

151 シメジ

しめし

ト地

湿化茸

シメジ　　、「シメシ

シメジ

シメジ科 加ρρ媚80θ召θ 毎ρρゐ男1αm 5舳η砂

115

茸類

152 コウタケ
香茸

脚香茸

コウタケ

クロコウタケ
イボタケ科 ％θノ印加畑oθヨθ 8掬［oo｛拓∬ 8司or冴甜5

61

153 ヒラタケ 平茸 ヒラタケ ヒラタケ科 飾ロ即如oθ盟θ 月θ梛o如5 oβ跡θ8‘召5 6

154 ハツタケ 初茸 ハツタケ ベニタケ科 8憾5α加oθ8θ ム80艘7ねβ 万ガd舵ロε 2

155 ネズミタケ 鼠茸 ネズミタケ ラソパタケ科 α四p加oθ3θ κヨzηヨ五a 加孟㌍言 1

156 ショウロ 松露 ショウロ ショウロ科 E冠zqρo即熈oθ8θ 1訪脇qρoβo皿 即8即ノロ3 2

157 ハリタケ 針茸 ハリタケ カノシタ科 正ケ伽80θaθ 一 一 属不明 1

158 カンキン 蓬菌 カンキン 一 一 匿 ” 2

159 キノコ 茸 キノコ F 一 一 一 総称 2

160 ワサビ 山葵 ワサビ アブラナ科 盈ra55∫oaoθaθ 〃冶5ヨむ畑 ノ卿π1ca
14

161 サンショウ
山椒

山椒木

サンショウ

サンショウノキ
ミカン科 8召如oθaθ 2幼功o彫1ロ伍 ρψθ癬μ加

29

1調味料類

162 トウガラシ

唐芥

番椒
鷹の爪
鷹爪

トウガラシ

バンショウ

タカノツメ

タカノツメ

ナス科 5b伽aoθaθ 6冶ρβ1加1η alzηこ」口1η

1612

163 シオ 塩 シオ 一 一 曽 臼 14

164 カス 粕 カス ． 一 一 匿 2

165 ヌカ 糠 ヌカ 一 一 一 曽 1

166 トウフ 豆腐 トウフ 噛 ・ F 一 2

167 ヤキフ 焼麩 ヤキフ 一 一 一 匿
1

168 ホシウドン
干飴鈍

干温鈍

ホシウドン

ホシウドン
一 一 一 一

14

169 ホシナ 干菜 ホシナ 一 一 一 曽 1

170 ホシダイコン 干大根 ホシダイコン アブラナ科 伽5E1ねaoθaθ ぬPゐ8皿ロ5 58εルロ5 2加

工
品類

171 ホシガキ

串柿

釣柿
甘干柿

垂柿

クシガキ

ツリガキ

アマホシガキ

ツルシガキ

カキノキ科 動θ皿8θθヨθ 1加岨卿β 舶左f

2311

172 ホシワラビ 干蕨 ホシワラビ 4

173 ワラビコ

蕨の粉

蕨繊

蕨せん

蕨のせん

ワラビノコナ

ワラビセン

ワラビセン

ワラビノセン

コバノイシカ

　グマ科
oθ㎜5‘8θ虚拍oθθθ 乃θη’d～α1η 89ロ颪肋α加

1214

174 ホシゼンマイ 干狗脊 ホシゼンマイ ゼンマイ科 031ηロn幽oθ8θ 081ηπ刀ぬ ノ3PO蜘σa
1

175 チヤ

茶番茶晩茶上茶芽掻茶

チャ

バンチヤ

バンチャ
ジョウチヤ

メカギチャ

ツバキ科 ％θaoθaθ o財ηθ〃凄 51〃θηε18

188
5731

嗜好品類

176 サケ 酒 サケ ， 一 一 匿 7

177 ムギガシ 凄がし ムギガシ 匿 齢 ． 一
1

178 カシルイ
菓類

菓子物
カシルイ

カシモノ
一 一 9 一

11

179 ミツ
蜜

白蜜

ミツ

シロミツ
一 一 曽 一

ll

2

一 lll一
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図1．宰判と支藩領

1．大島宰判

2．奥阿武宰判
3．奥山代宰判
4．前山代宰判
5．上関宰判
6．熊毛宰判
7．都濃宰判

8．三田尻宰判
9．徳地宰判

10．山口宰判
ll．小郡宰判
12．舟木宰判

13．吉田宰判
14．美禰宰判

15．先大津宰判
16．前大津宰判
17．当島宰判
（灰塗は支藩領を指す）

表2．宰判ごとの産物記載頻度

No．
目録名＼宰判

　　　　　（村数

大島

（32）

臭阿
武

（且9）

奥山
代

（16）

前山

代
（13）

上関

（26）

熊毛

（25）

都濃

（19）

三田
尻
（3D

億地

（20）

山ロ

（22）

小郡

（16）

舟木

（26）

吉田

（15）

美禰

（11）

先大
津
（13＞

前大
津
（12）

当島

（12）

記載

輔
9 ムギ 30 19 且6 13 25 23 19 30 20 22 16 26 15 11 ll 12 12 17

11 ダイス 30 18 16 13 26 24 18 29 20 21 15 25 且4 11 13 12 12 17

1 コメ 29 19 2 13 24 23 19 30 20 21 16 26 15 11 ll 12 12 17

10 ソハ 29 18 16 13 19 23 17 29 20 20 15 25 15 11 13 7 12 17

72 ダイコン 30 19 16 12 26 24 18 29 20 21 12 25 13 ll 7 5 10 17

12 アズキ 29 18 15 12 25 24 15 25 19 19 13 24 14 8 7 10 10 17

87 カキ 30 15 5 5 17 14 9 23 20 19 11 21 13 ll 12 9 12 17

4 キビ 30 16 15 12 25 17 13 22 17 1 2 10 M ll 12 6 5 17

3 アワ 29 18 13 6 23 19 7 6 15 2 5 14 15 lI 13 12 12 17

175 チヤ 12 且9 15 8 7 18 15 5 20 18 9 19 12 11 1 4 7 17

2 ピコー 17 図 16 11 24 17 12 且 8 1 4 19 15 u 13 11 6 17

100 ナシ 9 9 4 2 16 L4 7 6 20 1 11 19 13 10 12 7 7 17

37 サツマイモ 30 5 8 9 26 22 5 6 4 2 5 6 3 10 5 6 4 17

95 ウメ 28 9 1 20 且4 9 11 20 4 7 21 7 9 10 6 9 16

30 ナタネ 8 1 1 1 10 13 18 17 14 13 24 14 11 6 9 6 16

35 サトイモ 30 4 15 13 11 4 8 2 19 17 14 2 11 1 5 6 16

20 クリ 13 12 4 3 14 12 11 13 8 8 6 9 9 12 6 10 16

83 ナス 29 18 14 2 7 19 ll 6 20 12 23 14 11 4 11 15

13 ササゲ 29 1 15 9 25 24 13 23 16 9 16 10 1 3 1 15

23 シイ 22 11 1 17 12 5 12 5 9 15 ll 11 12 4 2 15

8 コムギ 1 2 8 6 2 3 4 8 13 3 1 5 3 4 1 15

148 マツタケ 1 7 2 3 7 11 i2 5 6 1 2 1 3 4 14

103 モモ 20 9 1 20 7 1 1⑪ 12 8 2 12 5 7 13

73 カブラ 14 7 8 4 9 3 17 11 3 ll 1 3 9 13

15 エンドウ 1 13 12 7 5 13 15 8 10 7 1 1 5 13

16 ソラマメ 23 16 7 1 16 4 6 10 ll 1 1 2 12

28 ゴー／ 25 4 1 15 4 3 6 12 7 5 3 4 12

ll5 ワラビ 1 2 2 2 4 2 2 4 1 2 5 3 12

86 ウリ 28 6 1 3 1 1 4 3 7 1 8 ll

111 カンルイ 1 4 1 15 10 11 3 1 6 3 2 ll

78 キュウリ 2 1 4 一 1 2 19 2 9 9 3 2 11

91 ヤマモモ 4 5 1 3 1 1 7 9 12 4 2 11

119 ウド 7 12 2 2 11 4 4 2 7 3 10

101 ビワ 27 1 13 2 3 9 10 1 3 9

74 ゴボウ 30 6 8 3 4 6 1 1 3 9

80 カボチャ 1 5 2 1 19 2 9 3 2 9

107 ユズ 3 1 12 1 5 2 3 2 2 9

24 ナラ 12 2 4 9 18 8 7 2 8

105 ミカン 16 18 4 lI 2 2 2 1 8

27 ギンナン 1 10 2 3 1 10 2 2 8

56 ネギ 3 8 6 1 2 1 5 2 8

90 ナツメ 4 8 3 1 1 2 5 2 8

38 ナガイモ 1 1 1 ll 1 5 3 2 8

7 オオムギ 6 2 3 1 2 2 2 2 8

40 ジョウヨ 2 1 2 1 3 1 6 1 8

160 ワサビ 1 6 1 1 2 1 1 1 8

109 ダイダイ 28 16 3 1 2 5 2 7

97 アンズ 17 3 1 6 3 2 2 7

45 イモ 13 1 1 2 9 1 5 7

46 チシャ 6 2 2 2 1 2 2 7

75 ニンジン 3 2 2 3 1 3 2 7

76 レンコン 2 1 1 1 1 1 4 7

106 クネンボ 9 10 9 2 3 1 6
116 タケノコ 1 4 4 5 ll 7 6
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『防長風土注進案』の産物記載にみる食品目録（D

No．
目録名＼宰判

　　　　（村数）

大島

（32）

奥阿
武

（19）

臭山

代
（16）

前山
代
（13）

上関

（26＞

熊毛

（25）

都濃

（19）

三田
尻

（31）
鯛
（20）

山口

（22）

小郡

（16）

舟木

（26）

吉田

（15）

美禰

（11）

先大
津

（13）

前大
津

（12）

当島

（12＞

記載
宰判

161 サンショウ 20 2 1 2 4 1 6

36 コンニャクイモ 12 4 7 1 9 1 2 6

139 ハツカ 8 1 8 1 ？ 2 6 6

120 タンボホ 2 3 1 L 2 7 3 6

150 シイタケ 2 1 3 一 r 1 2 5 6

163 シオ 1 5 1 1 4 2 6

79 スイカ 1 3 1 2 一 3 2 6

81 トウガン 1 5 1 1 1 2 6

39 ヤマイモ 1 1 1 1 1 4 6

114 ゼンマイ 1 1 1 1 1 1 6

93 ザクロ 12 16 10 2 2 5

67 シソ 9 11 1 7 2 5

131 ボウフウ 15 8 2 2 2 5

64 ショウガ 12 L 8 2 T 冒 4 2 5

121 アザミ 3 15 2 2 2 5

68 　馳タデ 1 4 3 4 2 5

128 アカザ 1 3 7 1 2 2 5

162 トウガラシ 1 3 L 1 1 2 5

173 ワラビコ 1 2 1 2 2 5

136 イタドリ 19 14 1 2 4

5 モロコシ 1 16 2 7 1 4

104 イチゴ 5 4 3 5 4

57 ニラ L 1 10 4 2 4

179 ミツ 2 4 1 6 1 4

99 スモモ 1 L 7 1 2 4

132 セリ 1 5 3 2 4

113 フキ 2 2 T 2 3 4

130 ヒユ 3 2 1 2 4

112 クダモノ 3 1 2 1 4

151 シメジ 1 3 1 2 4

152 コウタケ 一 1 3 1 2 4

153 ヒラタケ 2 1 1 2 4

61 ヒル 1 1 2 2 4

142 ナズナ 1 1 1 2 4

65 ミョウガ 1 1 1 2 4

：31 カラシ 1 1 T 1 1 4

172 ホシワラビ 1 1 1 1 4

29 ユニゴマ 1 15 2 3

133 ミツバセリ 1 10 2 3

145 クズ 4 T 2 3 3

124 ヨメナ 3 一 3 2 3

125 ヨモギ 2 T 2 4 3

ll8 リョウブ 5 7 1 2 3

171 ホシガキ 2 3 2 3

49 ミズナ 3 1 2 3

55 ラッキョウ 1 2 3 3

60 オオヒ1レ 2 1
〒 2 3

144 ツクシ 2 1 2 3

69 ナ 1 2 2 3

110 キンカン 1 T 1 2 3

41 クワイ 1 1 7 2 13

32 ケシ 1 1 2 3

84 ヘチマ 1 1 2 3

143 ジュンサイ 1 1 1 3

21 ドングリ 1 9 1 1 3

140 　　“一ハコヘフ
1 1 1 3

127 ヤマゴボウ 1 10 2

135 ヌメリヒユ 9 1 2

176 サケ 5 2 2

88 ブドウ 2 5 2

122 ゴギョウ L 3 2 2

14 リョクトウ 2 3 F T 2

85 ヒョウタン 一 2 2 2

98 オウトウ 1 L T 2 2

51 カラシナ 1 2 2

42 クログワイ P 7 F 1 2 2

129 ジフ 1 7 i 2 2

47 シュンギク 1 2 2

108 タチバナ 1 2 2

66 ハスイモ 冒 冒 i 2 2

50 ヒラクキナ 1 2 2

77 マクワウリ 冒 冒

夏 2 2

96 ユスラウメ L 2 且 2

92 イチジク 1 9 1 ， 2

18 インゲンマメ 冒 1 1 2

178 カシルイ 7 1 冒
1 1 2

149 キダケ ， 1 9 T 1 2

156 ショウロ 1 1 i 2

159 キノコ 1 P L 1 2

166 トウフ 1 1 2

17 ナタマメ 1 1 2

154
　． 　■ 　． 　■ 　■ 　． 　「 　■ 　．

2

63フダンソウ 冒

．　「 1 1 2
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松森智彦・山根麻希・中村　大・五島淑子

表3．特定の宰判に記載の偏る産物

Nα 目録名 宰判
最大
値

宰判
数

平均

85 ウリ 大島 28 ll 3．5

73 ゴボウ 大島 30 9 4

108 ダイダイ 大島 28 7 4．8

96 アンズ 大島 17 7 2．8

161 サンショウ 大島 20 6 2

130 ボウフウ 大島 15 5 3．5

5 モロコシ 奥山代 16 4 1．3

160 ワサビ 奥山代 6 8 1．1

Nα 目録名 宰判
最大
値

宰判
数

平均

120 アザミ 上関 15 5 2．3

126 ヤマゴボウ 上関 10 2 1

29 エゴマ 徳地 15 3 1．5

79 カボチャ 舟木 19 9 3．1

98 スモモ 吉田 7 4 1．3

56 ニラ 先大津 10 4 2．3

132 ミツバセリ 先大津 10 3 1．5

134 ヌメリヒユ 先大津 9 2 1

の1村にのみ記載がある。ホウレンソウ、カリンは上関宰判の1村にのみ記載がある。ムギガ

シは熊毛宰判の1村にのみ記載がある。スクイモ、ホシナは都濃宰判の1村にのみ記載がある。

ハワサビは山口宰判の1村にのみ記載がある。コロミは舟木宰判の1村にのみ記載がある。カ

シは先大津宰判の1村にのみ記載がある。キノミ、摯芋、シホウウリ、グミ、スイバ、ネズミ

タケ、ハリタケは前大津宰判の1村にのみ記載がある。トウモロコシ、アチマメ、ツミナ、ハ

チクタケノコ、ヒシは当島宰判の1村にのみ記載がある。

　目録の179品目のうち、普遍的な産物は21品目（ll．7％）、記載の偏る産物は16品目（8．9％）、

固有の産物は43品目（24％）である。本稿で取り上げたこれらの80品目は全体の44．7％であり、

残り半数の産物の検討は次の課題である。残された99品目の産物は、記載頻度の少ないものが

過半数であり、特定の宰判への偏りも小さい。しかし、産物のセット関係、また村落立地を併

せてつぶさに検討することにより、記載の持つ意味を考えていくことが可能である。

】〉．おわりに

　本稿では『防長風土注進案』の産物記載をもとに構築したデータベースを用いて、特に農作

物・採集品を中心とした目録を作成し、概要を報告した。近世・近代の物産誌について産物名

の表記ゆれを整理し、種を特定して目録を作成することは、当時の生活を理解するための基礎

研究として重要である。村落の立地と生産物との関係については、地理情報システム（GIS）

を用いた分析を進めており、別稿にて報告する予定である。

　本稿で利用したデータベースの入力作業は、山口大学教育学部健康科学教育課程生活健康科

学コース23年度卒業生の、飯田麻美、大谷京子、小寺真友佳、床本佳織、林知世が主に担当し

た。本稿は科学研究費補助金「地理情報システムを活用した食文化研究の構築」（研究課題番号：

23500928、五島淑子代表）の助成による研究成果の一・部である。
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